
【解説】降雨量と整備目標の規模に関する考え方

A： 阿武隈川水系では、気候変動の影響を考慮した河川整備基本方針（年超過確率1/150規模の降雨）の目標達成に向けて、
河川整備計画において約30年間の整備内容を定め、段階的に整備を進めます。
今回変更した河川整備計画の目標については、これまでの進捗状況や今後30年間の治水対策の実現可能性等を考慮した結果、
以下の洪水規模を安全に流下させることを目標としています。

＜河川整備計画における目標＞
基準地点福島においては年超過確率 概ね1/30 規模の降雨（205mm/36h）
基準地点岩沼においては年超過確率 概ね1/70 規模の降雨（243mm/36h）

※なお、この目標を達成することによって、昭和61年（1986年）8月洪水に気候変動の影響を考慮した規模の洪水を
安全に流下させることができます。


